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❊　 eq \o\ad(テーマ,　　　　　　)　

「ユスト高山右近の列福運動と『聖性への普遍的召命』」
❊　 eq \o\ad(受講対象,　　　　　　)　  どなたでも受講できます。

　

❊　 eq \o\ad(日時,　　　　　　)　   ７月２６日（月）～７月３０日（金）　
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　　　　　　　　　　　　   受　　付　　　９時～

　　　　　 　　　　 　   第１講義　　１０時～１２時

　　 　　　　　 　        ～　　昼　　　　 食　　～

　　　　　　             第２講義　　１３時～１５時

　　　　　 　            ミ　　サ　　１５時～１５時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　
❊　 eq \o\ad(場所,　　　　　　)　   サクラファミリア　４F会議室
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　　　　　　　   大阪市北区豊崎3-12-8

　　　　　　　   TEL．06-6225-8871　　　
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❊　 eq \o\ad(受講料,　　　　　　)　  ５日間受講の場合　　　７，０００円      　　　　　　　　　

　　　　　　　  　　  １日間受講の場合　　　１，５００円
　　　　　　　　　　　    ・聴講者がテープをとるときは、その都度

　　　　　　　　　　　   　 別途９００円を申し受けます。

❊　お申込み方法　  講義当日に受付で所定の申込書にご記入のうえ、

受講料を添えてお申し込みください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★本講座についてのお問い合わせは下記にお願いいたします。

　　　　　　　　　　    

 eq \o\ad(兵庫県尼崎市若王寺2丁目18番1号,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
聖トマス大学キリスト教文化研究所
 eq \o\ad(夏期神学講座係,　　　　　　　　　　　　　　　　)
TEL（０６）６４９１－５０００ ㈹

     第１講義１０時～１２時　　第２講義１３時～１５時

	第一回　七月二五日（月）
	講　 　 師
	高松教区名誉司教
	溝　　部 　　　脩

	
	第１講義
	テーマ
	ユスト高山右近列福運動の現代的意義

	
	
	・現在列福運動はどのように進んでいるか。
・右近の霊性の特徴
－誠実さと賢明
　　　　－日本文化とキリスト教の受容
　　　　－福音の真髄に徹底した生き方
　　－人を育てることにかけた生涯

	
	第２講義
	テーマ
	聖性への普遍的召命に向かって

	
	
	・右近と茶の湯
　　　　－そこから理解する聖性
・右近の列福運動が求めている究極の事柄

	第二回　七月二六日（火）
	講　　　師
	東京教区司祭
	晴 佐 久  昌 英

	
	テーマ
	俗は聖の器

	
	第１、第２講義
	人は自ら聖なる者になることができない。聖性は神のみが持ち、神のみが与え得るからだ。その神が望むなら、いかなる俗も聖性を宿すことができる。俗は聖の器なのだ。人間は、聖性を宿すためにつくられた土の器なのである。

	
	
	

	
	
	

	第三回　七月二七日（水）
	講　　　師
	イエズス会司祭
	英　隆一朗

	
	第１講義
	テーマ
	現代の霊性の特徴と、聖性のイメージ

	
	
	第２バチカン以降、カトリック教会は大きく転換した。その流れの中で、現代の霊性の特徴を述べ、２０世紀後半の聖人を通して、現代の聖性のイメージを語りたい。

	
	第２講義
	テーマ
	危機の時代におけるキリスト教の霊性のありかた

	
	
	３月の東日本大震災以降、日本社会は大きく変質しつつある。この危機の時代におけるキリスト教の使命は何だろうか。今、求められている霊性と聖性について考察してみたい。





� eq \o\ad(地下鉄,　　　　)�　  


御堂筋線中津駅下車


4番出口を出て徒歩


約3分





� eq \o\ad(ＪＲ,　　　　)�   大阪駅下車


阪急電鉄　 梅田駅下車　 


阪神電鉄   梅田駅下車


　　　       


阪急三番街茶屋町口


から徒歩約10分

















